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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール　（グループホーム沼木敬寿園　１Fさわやか）
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	タイトル
	評価項目
	自己評価
	記述
	運営推進会議で話しあった内容
	外部評価
	記述

	Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営
	　
	　
	　
	　

	1
	理念の共有と実践　
	地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	ユニット内に理念を掲示し共有を図っている。理念を基にユニット目標を作成し実践へと繋げている。　
	　
	　
	　

	2
	事業所と地域とのつきあい
	事業所は、利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、認知症の人の理解や支援の方法などを共有し、事業所自体が地域の一員として日常的に交流している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	オレンジサポーターとして地域へ認知症の人への支援についての活動を行っている職員もいる。日常的には難しいものの、ボランティアや催し物等で地域との交流を図っている。
	　・地域の行事等へ参加してもらい、十分協力をしてもらっていると思う。　・地域の「いきいきサロン」に出前講師として交流してもらい地域住民へ支援をしてくれた。・地域の保育園や幼稚園の園児さん、小学校の生徒さんにボランティアとして来園してもらい、入居者の方とこれからもっと交流が持てれば良いと思う。
	　
	　

	3
	運営推進会議を活かした取り組み
	運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	運営推進会議にて取り組みや状況を報告し意見交換を行っている。頂いた意見をユニット内で話し合い、サービスの向上に活かしている。
	　・運営推進会議に参加していますが、これからも活発な意見交換をサービス向上に活かしてもらいたい。・運営推進会議では、事故等の状況を詳しく報告してもらい、質問にも丁寧に答えてもらっている。・運営推進会議で出された質問に対して、次回の会議で改善できており、スピード感をもって対応してくれている。
	　
	　

	4
	市町村との連携
	市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	代表として管理者が市町村とのやり取りを行い、そこで得た情報をユニットへ共有している。毎月介護相談員が来園され、入居者・職員の声を聞いて頂き、意見を頂いている。
	・地域包括支援センターは地域の窓口として様々相談を受けていることから、連携して取り組んでいくことが必要と思っている。・外部での研修を職員同士で共有し、入居者支援に活かしてほしい。
	　
	　

	5
	身体拘束をしないケアの実践
	代表者および全ての職員が「介護保険法指定基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	定期的に研修を行ったり啓発ポスターを掲示したりし意識を高めている。安全の為に使用しているセンサーに関しても、必要性や本人の尊厳について都度話し合っている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	定期的に委員会を開催して、各ユニットの生活状況の確認、情報交換を行い、身体的拘束は絶対しないという意識を全職員で共有していく。　

	6
	虐待の防止の徹底
	管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	研修を通し学びを深めると共に、職員間でも意識し声を掛け合い常に虐待防止に努めている。現在のケアについても委員会などで他部署から意見をもらい、多角的視点から考えている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	定期的に委員会開催している。その中で虐待についての報告や事例はないが、年間計画で「虐待の芽、チェックシート」を基にアンケートや内部研修が組み入れられており、今後も全職員で取り組みを行っていく。

	7
	権利擁護に関する制度の理解と活用
	管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	制度の詳細までは熟知できていないが、研修などで学ぶ機会を設けている。活用されている方もおり、後見人の方とも連携がとれている。
	　
	　
	　

	8
	契約に関する説明と納得
	契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	契約前に十分な説明と、入居者・家族の意向を確認し、同意を得た上で入居に至っている。疑問に対してもその都度説明を行う場を設け対応している。　
	　
	　
	　

	9
	運営に関する利用者、家族等意見の反映
	利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	電話や面会にて意見要望を伺い運営に反映させている。又、玄関先に意見箱を設置している他、第三者窓口も案内している。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	運営推進会議を定期的に開催され、職員より丁寧に報告を受けて、私たちの意見や感想を述べる機会がある。

	10
	運営に関する職員意見の反映
	代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設け、反映させている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	面談やアンケートを実施し、意見や提案を聞く場がある。その他、委員会にて管理部門へ伺いたい事や取り組んでみたい事を話し合い報告している。
	　
	　
	　

	11
	就業環境の整備
	代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	職員がなかなか定着しない現状ではあるが、定期的に職員の希望を伺ったり、希望に沿った環境を提供したり等、働きやすい職場環境作りに努めていると思われる。　
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	毎日忙しい業務の中、勉強会をやっており、素晴らしい取り組みと思います。

	12
	職員を育てる取り組み
	代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを進めている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	一人ひとりの力量や、今後目指して欲しい目標を見据え研修の機会を振り分けている。又、希望があれば研修に参加できる環境を整えている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	職員の方たちの元気な挨拶や接遇などがしっかりできており、教育体制が整っていると感じました。

	13
	同業者との交流を通じた向上
	代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	相互訪問や実際の交流の機会は少なかったものの、少しずつ集合研修の機会は増えている。地区の集まりや連絡協議会などにも参加し、情報交換を行っている。
	　
	　
	　

	14
	本人と共に過ごし支えあう関係
	職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを共にする者同士の関係を築いている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	本人の有する力を活かせる場を設け、助け合いながら生活を送っている。日常の物事は本人に決めて頂くよう、意思決定の支援を大切にしている。
	
	　
	　

	15
	馴染みの人や場との関係継続の支援
	本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れないよう、支援に努めている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	面会や電話をする機会があり、水入らずで関われる場を提供している。又、一部の方はご家族と外出し実家で過ごされたり、思い出の店で外食なども行っている。
	　・面会等だいぶ緩和されており、入居者の家族が直接居室への出入りができるようになるのは、いつ頃なのか教えてもらいたい。・入居者の方の人的環境をさらにこれからも尊重され、取り組みを継続してほしい。・スマホのLINEを活用した情報伝達の手法を使ってみてはどうでしょうか。
	　
	　

	Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
	　
	　
	　
	　

	16
	思いや意向の把握
	一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、一日の過ごし方の希望や意向の把握に努めている。
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	それぞれのペースを大切にし、都度意向を伺い寄り添った支援を行っている。職員間・ご家族で情報を交換し、これまでの暮らしの把握に努めている。
	　
	　
	　

	17
	チームでつくる介護計画とモニタリング
	本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	入居者・家族の希望を元に、必要関係者と話し合いながら計画を作成している。又、毎月のモニタリングやユニット会議での意見を元に、現状に即したサービス内容にしている。
	　・入居者の家族と希望が違う場合はどちらを優先するのでしょうか。目標を共有して介護計画書作成されていることを評価します。・入居者の家族の希望がどの程度実現できているのか、できないことも当然あると思われ、希望する項目の分類数に対する実現数、実施率等、数値的な評価ができないか検討してください。
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	個々に応じた介護計画を年間計画に照らし合わせて、まとめの振り返りが必要と思います。

	18
	個別の記録と実践への反映
	日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	ケース記録の他、口頭での申し送りや写真等を活用し、ケアの実践から結果までを職員間で共有し、介護計画の見直しに活かしている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	入居者一人ひとりにニーズ等の情報を職員同士共有することが、それぞれ職員の負担軽減につながると思います。

	19
	一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
	本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	常日頃より希望や不安に思っている事を聞くようにしている。その時々のニーズに合わせて職員間で業務や時間を調整しながら対応している。
	　・柔軟な支援やサービスを受けることで入居者の方は、不安なく穏やかに過ごせると思います。・自己評価がほぼできているとのことで、家族としても安心できます。・生活の様子等の写真を見ると、皆さん笑顔で楽しんでいることが分かり、こちらの気持ちもほっこりしてきます。好きなことができることは幸せです。
	　
	　

	20
	地域資源との協働
	一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	介護相談員や訪問理容・ボランティアの方等の交流を楽しむ機会がある。又、地域の文化祭に出掛ける等行事に参加する機会がある。
	　・地域活動に職員が参加し、その内容を入居者の方に伝えてもうらだけでも地域活動の理解につながると思います。・南沼原の文化祭へ出展と見学等をしてもらい、準備や開催する側も大変うれしく思っています。・遠くへ出掛けることも楽しいと思いますが、近隣へにお散歩や散策も良いかと思います。
	　
	　

	21
	かかりつけ医の受診支援
	受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるように支援している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	本人・家族より医療に対する希望を伺った上で希望に沿った受診先を決めて頂いている。各医療機関と連携を取りながら健康管理に努めている。　
	　
	　
	　

	22
	入退院時の医療機関との協働
	利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。


	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	普段からの関係作りは難しいが、入院の際は医療連携室との連絡を密にし、早期に退院ができるよう努めている。又、退院後もご本人が安心して今までの暮らしを送れるよう、医療機関を始め、多職種で支えている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	体調の変化時は家族へ報告、相談し医療機関へスムーズにつながるよう今後も対応していってください。

	23
	重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
	重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	契約時に終末期のあり方について説明をし意向を伺っている。又、状態に変化があれば都度意向の確認の場を設けているが、ご本人の意向は心身の状態によって伺う事が難しいのが現状である。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	　
入居時に重度化や看取りについて、家族へ丁寧に説明していく。また、職員全員看取りについての研修を受けて、看取りについての理解を深めていく。



	24
	急変や事故発生時の備え
	利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	ＡＥＤ・心肺蘇生法や急変時の対応の研修を全職員受講し実践力を身に付けている。又、マニュアルの作成やユニット内で想定できる急変を話し合い有事に備えている。
	　
	　
	　

	25
	災害対策
	火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築いている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	震災・火災・水害といった様々な災害を想定した訓練を施設全体で行っている。その他夜間想定や招集通報訓練も行っている。
	　・地域との連絡網作成が必要と思います。・現代では災害対策が何より大切だと思います。それができているとの自己評価は素晴らしいと思います。入居者の方の安全を第一に今後も頻回に避難訓練をお願いしたいと思います。・有事の場合、対応できる人員には限りがあると考えられ、近隣住民の支援が必要となることが想定されます。連絡協力体制のさらなる強化が必要と思います。
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	避難時職員だけでは人手不足になることを考えて地域で手助けしてくれる人を募るのはどうでしようか。・避難訓練を見学した時、私たち近隣住民も建物内部を知らなければ役立てできないのではと思いました。

	Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
	　
	　
	　
	　

	26
	一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
	一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉かけや対応をしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	個人を尊重しその場、その状況に合った対応を心掛けている。プライバシーに配慮した環境設定をし、丁寧な言葉掛け、本人の意思を優先する事を念頭にケアにあたっている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	入浴や排泄ケア時での羞恥心に配慮した対応や転倒の危険性のある方への対応について、家族へ説明、了解を得てセンサーマット等設置、使用をしていく。

	27
	日々のその人らしい暮らし
	職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりの日常生活における希望や意向、暮らしのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	都度意向を伺いながら、その方のペースに合わせ支援を行っている。職員の人員によっては突発的な希望に添えない事があるも、別日に行う等希望に添えるよう努めている。
	　
	　
	　

	28
	食事を楽しむことのできる支援
	食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	コロナ以降、一緒に食事を摂る事は出来ていないが、準備や後片付けを一緒に行っている。又、食べたい物を伺った際は行事を企画し、皆さんで作り堪能して頂いている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	食事の準備や後片付け（テーブル拭き、おしぼり準備、もりつけ等）を可能な範囲で、見守りしながら入居者の方に今後もお願いしていく。

	29
	栄養摂取や水分確保の支援
	食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	メニューは管理栄養士が立てており栄養バランスが考えられている。嗜好の把握に加え、一人ひとりの状態や食事の様子を観察し、食事形態や調理法等工夫をしている。

	　
	　
	　

	30
	口腔内の清潔保持
	口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	毎食後、一人ひとりの力に応じながら口腔ケアを行って頂いている。定期的に歯科衛生士の訪問があり、気になる点は都度相談を行っている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	入居者一人ひとりの身体状況や認知症状に応じた方法で、適切に口腔ケアを行っていく。

	31
	排泄の自立支援
	排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支援、便秘の予防等、個々に応じた予防に取り組んでいる
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	排泄パターンを把握し、本人の意思とタイミングに合わせ必要な部分を個別に支援している。便秘気味の方は水分量の確保と適度な運動を行い、又、必要時は医務と下剤の量についてを相談し便秘予防に努めている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	今後も身体機能、排泄間隔を把握し、心身の負担とならないよう注意し、可能な限りトイレでの排泄ケアを行っていく。

	32
	入浴を楽しむことができる支援
	一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援をしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	職員の配置上、日中帯の入浴となってはいるものの、希望を伺いながら本人のタイミングで入浴できるよう支援を行っている。又、間隔が空き過ぎないよう3日に1回のペースで入浴の声掛けを行っている。
	　
	　
	　

	33
	安眠や休息の支援
	一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	心身の状態に合わせて休息の声掛けを行ったり、自身のペースに合わせ好きな時に休息を取って頂いているが、生活リズムが崩れないよう時間をみながら声掛けを行い対応している。
	　
	　
	　

	34
	服薬支援
	一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	職員全員が薬情に目を通し効能・副作用を確認し支援にあたっている。又、服薬変更後は特に状態の変化に注意し、必要な際はすぐに医務に報告・相談を行っている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	薬情は個別ファイルに綴じて、服薬内容は常に把握する。特に服薬変更になった際は職員共有し、配薬のミスをなくす。また服薬後の本人の症状に変化がないか観察していく。

	35
	役割、楽しみごとの支援
	張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	一人ひとりの出来る力を把握し、役割活動への参加や散歩・作品作り等の支援を行っている。又、個別に合わせて気分転換の方法も工夫している。
	　・入居者一人ひとりに合った役割の分担、趣味にしていることを形にして目に見える所に上手に飾っている状況が見えます。・好きなことを我慢するより、好きなことができることが生きがいにつながっていくと思います。・月に１回でも全員が参加できる行事があることは、周囲の入居者と親しめるチャンスとして、幅が広がっていくきっかけになると思うので、続けてください。
	　
	　

	36
	日常的な外出支援
	一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるように支援している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	外出は職員の配置や通院・会議等、その日の予定の兼ね合いで前もっての企画が必要だが、施設周辺の散歩等はその時の希望に沿って行っている。又、ご家族の協力を得て外出の機会も設けられている。
	　・外出等は日常と非日常の経験をすることになり、生活にリズム等を取り入れ、入居者にとって良い経験だと思います。・施設周辺の散歩で外にでることによって、リフレッシュでき、気持ちも穏やかになるのではないでしょうか。・家族との通院であっても、本人にとってうれしいものと思います。・できるだけ外出の機会を多くして、家族との思い出をつくってもらいたいと思います。
	　
	　

	37
	お金の所持や使うことの支援
	職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援している
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	施設では立替金制のためお金の所持は行っていない。購入の希望があった際は家族に確認後、購入を行っている。
	　
	　
	　

	38
	電話や手紙の支援
	家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができるように支援をしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	電話の希望は聞かれないものの希望があれば連絡可能な体制ができており、又、相手側から電話があった際に会話を楽しまれている。又、手紙については年賀状を作成し、やり取りを行っている。
	　
	　
	　

	39
	居心地のよい共用空間づくり
	建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫している。共用の空間が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、一人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫をしている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	一人ひとりの心身の状態に合わせて居室内や動線に危険がないかを話し合い、その都度環境の整備をしている。共有スペースは季節のレイアウトを行ったり、希望があれば本人の馴染みの物を持って来て頂き、居心地良く過ごして頂けるようにしている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	今後も温かい家庭的な雰囲気が感じられるように、季節に応じた装飾や室温、湿度に気を配っていく。午前、午後とお茶の時間を設けて、和やかに過ごしてもらう。不安な様子の方には、職員が傍で寄り添い傾聴に努めていく。

	Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）
	　
	　
	　
	　

	40
	本人主体の暮らし
	本人は、自分の思い、願い、日々の暮らし方の意向に沿った暮らしができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	その日をどう過ごしたいのかは本人に決めて頂いており、又一人ひとりが暮らしやすいよう希望を伺いながら対応している。意向の表現が難しい方は普段の関わりの様子を職員間で共有し、意向の把握に努めている。
	　
	　
	　

	41
	
	本人は、自分の生活歴や友人関係、暮らしの習慣、特徴など様々な情報をもとに、ケア・支援を受けることができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	生活歴を把握し支援を行っており、日々の会話の中でも情報を集め職員間で共有している。又、家族や知人等からも情報を頂き、ケアへ活かしている。
	　
	　
	　

	42
	
	本人は、自分の健康面・医療面・安全面・環境面について、日々の状況をもとに、ケア・支援を受けることができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	バイタル測定等の日々の健康管理に務め、体調のちょっとした変化も看護師へ報告・相談を行っている。多職種と連携を図り、多方面から入居者を支えられる体制作りが出来ている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	入居者の方それぞれに主治医がおり、定期的な受診や急変時にも安心して診てもらえる体制作りをこれからも継続していく。主治医との連携も図っていく。

	43
	生活の継続性
	本人は、自分のペースで、これまでの暮らしの習慣にあった生活ができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	これまでの暮らしの習慣を大切にし、ご本人のペースで生活して頂いている。食事や飲み物、活動などもその都度伺いながら合わせている。
	　
	　
	　

	44
	
	本人は、自分のなじみのものや、大切にしているものを、身近（自室等）に持つことができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	自室はご自宅で愛用してた家具や物品で整え、ご本人が落ち着ける環境で過ごして頂いている。共有スペースにも本やクッション等、馴染みの物を持って来て頂いている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	入居時に自宅で使用していた馴染みのあるタンスや飾り物、置物等を持ってきてもらい、少しでも自分の部屋であることを感じてもらう。

	45
	
	本人は、自分の意向、希望によって、戸外に出かけることや、催（祭）事に参加することができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	催し物は希望を伺いながら参加して頂いている。外出はその日の職員の体制などにより希望に沿えない事もあるが別日に設ける等、希望に沿えるように対応している。
	　・季節を感じられる行事が多いので良いと思います。外出のみならず、干し柿作りや芋煮、すいか等食べ物で季節を味わうのも良いと思います。・地域の行事に参加することや外出で施設の中では感じることがない社会性が生まれるのではないかと思います。花見等で外出等が増えることにより、昔の思い出や気晴らしができ、施設に戻っても話の輪が広がっていくことが想像できます。
	　
	　

	46
	本人が持つ力の活用
	本人は、自分ができること・できないこと、わかること・わからないことを踏まえた、役割や、楽しみごとを行うことができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	個々の出来る事を把握し、力が発揮できるようサポート行いながら支援している。心身の状態に合わせ、やり方を工夫しながら参加して頂けるようにしている。
	　
	　
	　

	47
	
	本人は、自分がいきいきと過ごす会話のひと時や、活動場面を日々の暮らしの中で得ることができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	役割活動をご自分の仕事として積極的に行う場や、他者と楽しそうに会話されている場等、いきいきと過ごされているひとときの様子を職員間で共有し、場の提供作りを行っている。
	　
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	運動器具などを用いて、下肢筋力の維持・向上を図っていくのも有効と思う。TVを見て過ごすよりも活字を読んだ方が脳への刺激になる。LINEでの通話で認知症状が緩和したと聞いたことがあるが、施設内でも使用できると良いと思った。

	48
	
	本人は、自分なりに近隣や地域の人々と関わったり、交流することができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	ボランティアや介護相談員、実習生等が来園した際に交流を楽しんで頂いている。又、地域の文化祭等、参加の機会が持てている。
	　・本人のできること、得意のことを披露できる機会があれば良いと思います。・外部の人との交流を大切にしてもらいたいと思います。
	　
	　

	49
	総合
	本人は、このGHにいることで、職員や地域の人々と親しみ、安心の日々、よりよい日々をおくることができている
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	他入居者様・職員は生活を共にする者として顔なじみの関係が築けている。ご自分のペースを大切にしつつも自然とフロアに集まって来られ、皆さんと過ごされる方が安心できる様子が伺える。穏やかな施設のリズムを継続しながらも良い意味で変化を付けられるよう、職員間で日々模索しながら取り組んでいる。
	　・施設内での職員の皆さんの様子、及び入居者の表情を見ると、穏やかに生活ができている様子が見えます。・日々色々な予想外、想定外のことが起きていると思いますが、継続して改善活動をお願いします。・色々な場面での適切な取り組みを考えられていると思います。・入居者の安心、安全のために職員の方々の取り組みが入居者の笑顔に反映していると思います。・入居者一人ひとりに寄り添ってもらっていると感じます。そのことは入居者の方にも伝わっていると思います。「笑顔」の多い施設で素敵と思いました。
	A．充分にできている
B．ほぼできている
C．あまりできていない
D．ほとんどできていない
	地域に出向き社会との交流を図ることで、刺激を受けるだけでなく自尊心や社会につながっている意識を高めていくことにもなると思います。
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